
500g／ha  Rn14ク   
32，51，  

7  50％顆粒水和剤  
（0．Z5kgai／ha）・散布   

キウイー  ロ   
7：ミ135   
33，44，  
51，58，  

66＿12R   
37，58．  
65．80，  

1（）R＿】42   

・260g／ha  57，64，  
ro13kFai／haト散：柘  70＿78＿   

1．5L／ha  
隔丁場    く0．05ほ）  

にんにく  
（鱗茎）   3  100g／Lフロアプル    （0．15kgai／ha）∴散布   

5  14  く0．05（＃）  
圃場    く0．05（＃）   

20   腰】揚    く0．05（＃）  
グアバ  0．75L／ha  圃場    く0．05（＃）  

（果実〉   3  100g／Lフロアプル    （0．075kg8i／ha）‥散布  5  0，5，10， 20＿30  圃場C：   く0．05（＃）   

1．6L／ha  
l軋堤    く0．05（＃）  

3  125g／L乳剤  （0．2kgai／ha）・散布   3  21  く0．05（＃）  
圃場    く0．05（＃）  

パッションフルーツ   7   圃場    く0．05  

（果実）  

0．6L／ha  4               0，3，5，  

3  100g／Lフロアプル    （0．06kgai／haト散布  7．10   
7   圃場    く0．05  

0．75L／ha  5  21   圃場    く0，05（＃）  
ro．075kgaj／ha）・散二桁  圃場    く0，05（＃）   

1．2L／ha  圃場A：   〈0．05（射  
ro225kFai／haト散：桁   

コーヒー豆  0．6L／ha  旦  呈墾  く0．05  

（乾燥子実）   
2  187．5g／L乳剤  ro225kFaj／haト散．拓  く0，05  

1．2L／ha  
（0．225kgai／haト散布  

圃場8：   く0．05（＃）   
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各回製剤約0．75L／ha  
（0．09kgai／ha卜散布   
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各回製剤約0．6kg／ha  

各回製剤約0．14kg／ha  
（0．07kgai／ha）・散布   

各回製剤約0．28kg／ha  

各回製剤約0．28kg／ha  

各回製剤約0．59kg／ha  

各回製剤約0．28kg／ha  
（0．141kgai／ha）・散布   

各回製剤約0．59kg／ha  
（0．29kgai／ha）  
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農作物   試験周  
試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用量・使用方法   lトリフロキシストロビンI        回数  経過日数 （日）   

g2．98  圃場A    く0．05  
100   l甫堤B    〈0．05  

アスパラガス  各回製剤約0．28kg／ha  167   匪j象C    〈0．05  

（可食部）   7  50％額粒水和剤  （0．141kgai／ha：い散布   呈                                         181   圃場D    く0．05  
176   臨場E    〈0．05  
180   圃場F    く0．05  
176．188  【閣堤G    く0．05   
6   圃場A    0．037  

圃場B    く0．02  
く0．02  

〈0．02  

にんじん  10  50％顆粒水和剤   0．03  

（根部）  
各回製剤約0．28kg／ha （0．141kgai／ha）・散布   4               ヱ  0．024  

く0．02  

圃場H    〈0．02  

卓   廟場Ⅰ    〈0．02  
【粛場T    0．06   

3   臨場A    0．09（拷）  

各回製剤約0、28kg／ha  
（0＿141kgai／ha）・散布   

トマト  
（果実）   

50％顆粒水和剤  

各回製剤約0．28kg／ha  
（0．141kgai／ha）・散布  

4  0，3，5， 7．10＿12．  圃場M二  0．3435（3日）  
0．4265（3日）（削  

各回製剤約0、28kg／ha  0．0684（3 
（0．141kgai／ha）・散布  4  0，3，5， 7．1D．12．  圃場N：   日）      8     0．086（3日）（＃）  

0．0663（3 
4  0，3，5， 7．10＿13．  圃場0：   日）      8     0．0957（3日）は）   

3   圃場A：   0．03（＃）  

0．1．3．5  陸l場B    0．04（3日）（＃）  

ピーマン  6  50％顆粒水和剤   各回製剤約0．28kg／ha  圃場C    0．12（3日）（＃）  

（果実〉  （0，141kgai／ha）・散布   
8  

3  0．05は）  
0．14（＃）  

圃場F    0＿03（＃）   

圃場A    0．27（＃）  

8  3  0．05（拝）  
圃場C    0．05（拝）  

とうがらし  各回製剤約0．28kg／ha  0．1562（7日）  

（果実）   

6  50％額粒水和剤  0．0842（3日）は）  
0．0374（3日 （0，141kgai／ha）・散布                                        4  0，3，5， 7．10．13．  圃場D：         8           4  0，3，5， 7．10．13．  圃場E：   ）      8     0．0541（10日）（＃）  
0．1548（5日 

4  0，3－5． 7．10．13．  圃場F：   ）      8     0＿1183（5日）は）   
6  6   魔場A    0．20（＃）  

ヱ   圃場B    0．54  
魔】堤C    0．51  

各回製剤約0．28kg／ha  墨   圃場D    0．37  
セロリ  9  50％顆粒水和剤  
（茎葉〉  

（0．141kgai／ha）・散布  
【画境E    0．85  

4                                                    7   圃場F    1．6  
6   圃場G    0．44  
7   圃場H    0．26  
8   l粛場Ⅰ    0．24   

圃ゴ易A    0．07（＃）  

パパイヤ  4  50％顆粒水和剤   各回製剤約0．28kg／ha  4  0  0．15（＃）  

（果実）  
（約0．14kgai／ha）‥散布  0．28（＃）  

圃場D    0．21（＃）   

各回製剤約0．28kg／ha  30   圃場A    〈0．02（＃）  

50％顆粒水和剤  （0．141kgai／ha）  
・散布（慣行水量）   8               28  圃場B    〈0．02（＃）       0，8，15， 22．29．36  圃場C：   く0．02（＃）  

各回製剤約0．28kg／ha  30   圃場A    く0．02  

5（減額粒水和剤  （0．141kgai／ha）  墨               28   圃場B    〈0．02  

・散布（少水量）  0，8，15． 22．29＿36  圃場C：   く0．02  

30   l惑堤A    く0．02（＃）  

（可食部）   

ペカン  

5  各回製剤約0．28kg／ha  28   陸l場B    〈0．02（＃）  

125g／L乳剤  （0．141kgai／ha）  
・散布（慣行水量）   

8                            0．8，15， 22＿29．36  圃場C：   く0．02（＃）  

30   圃場E    〈0．02（拝）  

30   圃！暴A    く0．02  

各回製剤約0．28kg／ha  28   圃場B    く0．02  

125g／L乳剤  （0．141kgai／ha）  旦                            0．8，15， 22＿29．36  圃場C：   く0．02  

・散布（少水量）  34   圃場    く0．02  

30   歯場E    く0．02   
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農作物   試験圃  
試験条件  

場数  
最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法   【トリフロキシストロビン】        回数  経過日数 （日）   

各風製剤約0．28kg／ha  7．14   圃場A    く0．01  

3  50％顆粒水和剤  （0．141kgai／ha）  4  7．14   画境B    く0．01  

・散布（慣行水量）  3，7，14，21， 28 
ピスタチオ  ．35   

各回製剤約0．28kg／ha  7、14   圃i暴A    く0．01  

3  50％顆粒水和剤  （0．141kgai／ha）  4               7．14   】粛揚B    く0．01  

・散布（少水量）  3，7，14．21， 28 
．35   

各回製剤約0．28kg／ha  40，49， 55．63．68  圃場A：   く0．02  
3  50％顆粒水和剤  （0．141kgai／ha）  

・散布（慣行水量）   4               63  圃場D    く0．02  
アーモンド  53   廟場E    く0 02  

各回製剤約0．28kg／ha  63   圃場A    〈0．02  
3  50％額粒水和剤  （0．141kgai／ba）  4               62   圃場B    〈0．02  

62   】粛：賂C    〈0．02   

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※トリフロキシストロビンと代謝物Bをトリフロキシストロビンに換算したものの和  
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（別紙2）  農薬名  トリフロキシストロビン   

作物残留試験成績   

【〈0．02－0．06（n＝10）  
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（別紙2）  農薬名  トリフロキシストロビン   

－20－  
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（別紙2）  農薬名  トリプロキシストロビン   

0．78（荒茶）／0．08．  

乳類の肝臓   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※「米」の基準値について；  

Codex基準における「Rice」及び米国基準における「Rice，grain」については、「籾米」に対する基準値であり、我が国  
における「玄米」に相当する食品への基準は設定されていない。ただし、2004年のJMPRによる評価において、精米へ  
の加工係数が0．18と設定されているため、本剤については、籾米のCodex基準である5ppmに加工係数0．18を乗じ、「精  
米」の基準値として0．9ppmを設定することとした。  

また、同様に、米ぬかへの加工係数が1．4と設定されており、これに基づきCodex基準として「米ぬか」に7ppmの基準  
値が設定されていること、及び、米の基準値設定のための試験データより、精米と米ぬかの重量比が88％：12％と算出  
されたことから、「米（玄米）」の基準値として1．6ppmを設定することとした。〔精米（0，9mg／kgX88％）＋米ぬか（7mg／kg  
X12％）≒1．64mg／kg〕  
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（別紙3）  

トリフロキシストロビン推定摂取量（単位：FLg／人／day）   
幼′J＼児  高齢者  

食品群   
基準値案  

（ppm）   TMDI  

302．1   

米  1．6  296．2        小麦  0 2        16．7   大麦  0 5  
0 05  

0   

0 05  0．   

その の追   0 05        0．0   
大‾   0 08  2．7   3．   4．7   

0 05  0．0  
らつかせい  
●ば証じ∵しよ  0 04    0．9  1．  1．1   

0 05  てんさい           0．2   
01  ゞ ヽ－           Aむ の          5．9  
01        0．4  
01  0．0   

はくさい   0 5  5．2   11．   15．9   

0 5  4．  
キャベツ  
芽キャベツ   0．1  0．0  

カリフ ワー   0 5  
プロ、、コリー  0 5    1．4  

ーニニさ   －  01    0 2  0．  0．5   
レ÷   01  0   0．   0．0   

3 5  2．5   
その他のきく科野菜  

l－   A   0 7  3   5   9．5  

0 05  0   0   0．0   
0 07  0．   0．0  

アスパ‾ガス       0．        01        2 2   
01  パースー、、プ          、0．0   
3 5  

セ l             その也のせり科野菜  3 5        1．1   13 
．2   トマト  0 7  

0 5  

0 5  ピーマ、             なす  
その他のなす科野菜  2 0  ヽ    A  0 7        116   む  0 3  しろ’り  0 3        0．2   すいか  0 3  

0 3  

0 3  ′｛－ナ             まくわーり           0．0   
その他のフり科野菜  0 3  

0 5  0．9   
ヽ  

えだまめ   0 08  0．0   

3．5  42．7   
その他の野菜  

0．1   カソつスりわ の  0 5  
レモン′   0 5  0．  0．2   

、÷   － レ レン、  む  0 5    0  
グレープフルーツ  0 5    0．    0．4   

0 5  
‾イム             その他のかんきつ類果実  0 

．5  
3  

ナ♪          106．8   

5  りん            日本なし  

5  
西洋なし  

マレメロ  0 7  
0．7  

びわ ■■■■●■■■■■●●■●●－t－■－－■■－－－－…■■■－■－■－●■－■■－一●●－－－■－■＝●■■●■●■■●●●●●● ■■■■■●●■■■■■●●一●一●■●●■■■■＝■－－■■■■■－－●－－－－－－■－－●－■－－■－■●●■■■■●●■■●●■■●■●  
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高齢者  

食品群   
基準値案 （ 

ppm）   TMDI   

、、クタリン   3  0．3  0．3  0．3   

アンズ アプリコットを含む）   3  0．3  0．3  0．3   

も プルーンをAむ）   凶    0 3  4．2  0．6   
3  0 9   4. 2i 4 8   ーめ  

おうとう（チェリーを含む）   3  0．3   

いちご   0．2   0．1：  0．0   0．0   

5   29．0：  ぶど－        8．0  19．0   
0．5   15．7；  10．8   かき          24．8   

バナナ   0．5  8．9   
キ  ー   0 02 0．0   ，      0．0  0．0   
パパイヤ   0．7  0．1   0．1   0．1   
グアバ   0 05  0．0   0．0  0．0   
マンゴー   0．7  0．1   0．  0．1   
パッションフルーツ   0．05  0．0   0．0   0．0   

その他の果実   0．7  4．1   1．   1．2   

0．05  蘭実…■……          0．0   

ぎんなん   0 02  ‾           0 0   
0．04  くり          0．0   

ペカン   0．04  0．0   
アーモンド   0 04  0．0   0．  0．0   

0 04  0．0   クルて         0．  0．0   
その他のナッツ類   0，04  0．0   0．   0．0   

5  」＝◆一          21．5   
コーヒー豆   0 05  0．0   0．  0．1   
ホップ  40        4．0   

その のスパイス   3 5  0．4   
その他のハーブ   3．5  0．4   

■■…‾…乳類の肉類  0 05        2．9   
2 9   L、の乳業  0 02  

の肉類   0．8   

0 04          家禽の卵類  0．04  1．6      1．6   
計  677．  441．6   542．   684．8   

Al）Ⅰ比（％）  25．   55．9   19．   25．3   

高齢者については畜産物、妊婦については家きんの卵類の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMI）I：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
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（参考）  

これまでの経緯  

平成13年 4月26日 初回農薬登録  

平成17年11月29日 残留基準値の告示  

平成19年 5月之3日 農林水産省から適用拡大申請に係る事務連絡及び  

基準値設定依頼（適用拡大：なし）  

平成19年 6月 5日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

平成19年 6月 7日 食品安全委員会（要請事項説明）  

平成19年11月26日 第9回農薬専門調査会確認評価第二部会  

平成20年 6月 3日 第39回農薬専門調査会幹事会  

平成20年 6月26日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

平成20年 7月31日 食品安全委員会（報告）  

平成20年 8月 1日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

平成20年12月 4日 薬事・食品衛生審議会へ諮問  

平成21年 9月25日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員］  

青木 宙  

生方 公子  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教ヨ受  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部食生活科学科教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教寸受  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロ  

ジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教】受  
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答申（案）  

トリプロキシストロビン   

残留基準値  

食品名  

米   

Dt）m  

1．6   

／小麦  0．2  
大麦  0．5   
ライ麦   0．05   
とうもろこし   0．05   

その他の穀類（注1）   0．05   
大豆   0．08   
らつかせい   0．05   
ばれいしよ   0．04   
てんさい   0．05   
だいこん類（ラディッシュを含む）の根   0．1   
かぶ類の根   0．1   
西洋わさび   0．1   
はくさい   0．5   
キャベツ   0．5   
芽キャベツ   0．1   
カリフラワー   0．5   
ブロッコリー   0．5   
ごぼう   0．1   
サルシフイー   0．1   
その他のきく科野菜（注2）   3．5   
ねぎ   0．7   
にんにく   0．05   
アスパラガス   0．07   
にんじん   0．1   
パースニップ   0．1   
セロリ   3．5   
その他のせり科野菜（注3）   3．5   
トマト   0．7   
ピーマン   0．5   
なす   0．5   
その他のなす科野菜（注4）   2．0   

きゆうり   0．7   
かぼちや   0．3   
しろうり   0．3   
すいか   0．3   
メロン類果実   0．3   
まくわうり   0．3   
その他のうり科野菜（注5）   0．3   
未成熟いんげん   0．5   
えだまめ   0．08   

その他の野菜（注6）   3．5   
なっみかんの果実全体   0．5   
レモン   0．5   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．5   
グレープフルーツ   0．5   
ライム   0．5   

その他のかんきつ類果実（注7）   0．5   
りんご   3   

日本なし   5   

西洋なし   5   

マルメロ   0．7   
びわ   0．7   

もも   0．2  
ネクタリン   3  

あんず（アプリコットを含む）   3   

すもも（プルーンを含む）   3   

うめ   3   

おうとう（チェリーを含む）   3   

※今回残留基準を設定するトリフロキシス  
トロビンとは、畜産物にあっては、トリフロキ  
シストロビン及び代謝物Bをトリフロキシスト  

ロビンに換算したものの和をいい、その他  
の食品にあっては、トリプロキシストロビンの  
みをいうこと。  

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、  

米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそ  
ば以外のものをいう。  

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科野  
菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティ  
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、レ  
タス及びハーブ以外のものをいう。  

（注3）「その他のせり科野菜」とは、せり科  
野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセ  
リ、セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以  
外のものをいう。  

（注4）「その他のなす科野菜」とは、なす科  
野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外  
のものをいう。  

（注5）「その他のうり科野菜」とは、うり科野  

菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すい  
か、メロン類果実及びまくわうり以外のもの  
をいう。   

（注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、い  
も類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野  
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、  
なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、た  
けのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、  
未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパ  
イス及びハープ以外のものをいう。   
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トリフロキシストロビン（つづき）   

残留基準値  
食品名  

Dロm   

いちご   0．2   
ぶどう   5   

かき   0．5   
バナナ   0．5   
キウィー   0．02   
パパイヤ   0．7   
グアバ   0．05   
マンコー   0．7   
パッションフルーツ   0．05   
その他の果実（注8）   0．7   
綿実   0．05   
ぎんなん   0．02   
くり   0．04   
ペカン   0，04   
アーモンド   0．04   
くるみ   0．04   
その他のナッツ類（注9）   0．04   
茶   5   

コーヒー豆   0．05   
ホップ   40   
その他のスパイス（注10）   3．5   
その他のハーブ（注11）   3．5   
牛の筋肉   0．05   
豚の筋肉   0．05   
その他の陸棲晴乳類（注12）に属する動物の肉類   0．05   
牛の脂肪   0．05   
豚の脂肪   0．05   
その他の陸棲晴乳類に属する動物の脂肪   0．05   
牛の肝臓   0．05   
豚の肝臓   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．05   
牛の腎臓   0．04   
豚の腎臓   0．04   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．04   
牛の食用部分   0．05   
豚の食用部分   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．05   
乳   0．02   
鶏の筋肉   0．04   
その他の家きん（注13）の筋肉   0．04   
鶏の脂肪   0．04   
その他の家きんの脂肪   0．04   
鶏の肝臓   0．04   
その他の家きんの肝臓   0．04   
鶏の腎臓   0．04   
その他の家きんの腎臓   0．04   
鶏の食用部分   0．04   
その他の家きんの食用部分   0．04   
鶏の卵   0．04   
その他の家きんの卵   0．04   
精米   0．9   
米ぬか   7   

小麦ふすま   0．5   
干しぶどう   5   

（注8）「その他の果実」とは、果実のうち、か  
んきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な  
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あん  
ず、すもも、うめ、おうとう、ペリー類果実、  
ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパイヤ、  
アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー  
パッションフルーツ、なっめやし及びスパイ  

ス以外のものをいう。  

（注9）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類の  
うち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及  
びくるみ以外のものをいう。  

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイス  

のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに  
く、とうがらし、パプリカ、しようが、レモンの  
果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びご  
まの種子以外のものをいう。  

（注11）「その他のハーブ」とは、ハーブのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
菓、セロリの茎及びセロリの葉以外のものを  
いう。   

（注12）「その他の陸棲晴乳類に属する動  

物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、  
牛及び豚以外のものをいう。  

（注13）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。   
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